
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 1 科目 2 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

令和９年度以降に履修必須とする計画、又は未定

学部・学科によって、修了要件は相違しない

国際経営学部、教育学部

 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス

授業科目

授業科目

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目

 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールに
なり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目

 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス

授業科目

様式１

授業科目

 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス

授業科目

共栄大学

共栄データサイエンスプログラム

プログラムを構成する授業科目について

「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」を履修し、2単位を取得すること。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密
接に結びついている」の内容を含む授業科目

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データ
を守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

講義内容

・データ駆動型社会、データを基点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエン
ス」（１回目）
・人間の知的活動とAIの関連性  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（2回目）
・ビッグデータ、IoT、データ量の増加、計算機の処理性能の向上、第4次産業革命、Society5.0  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」
（３回目）
・AI、ロボット、AIの非連続的進化  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（11回目）
・複合技術を組み合わせたAIサービス  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（12回目）

・AI等を活用した新しいビジネスモデル  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（2回目）
・量的変数、質的変数  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（7回目）
・深層生成モデル、敵対的生成ネットワーク、強化学習、転移学習  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（11回目）
・AI最新技術の活用例  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（12回目・13回目）

・データ作成（ビッグデータとアノテーション）  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（4回目）
・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機会の稼働ログデータ、1次データ、2次データ、データのメタ化、構造化データ、非構造化データ、
データのオープン化  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（7回目）

・データAI活用領域の広がり  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（2回目）
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービス  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（2回目・5回目・12回目・13回
目）
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（13回目）

・画像/動画処理、音声/音楽処理  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（2回目）
・シミュレーション・データ同化、AIとビッグデータ  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（5回目）
・非構造化データ  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（7回目）
・複合グラフ、2軸グラフ  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（9回目）
・データ解析  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（10回目）
・データ可視化、多次元の可視化、関係性の可視化、地図所の可視化、挙動・奇跡の可視化・リアルタイム可視化、自動化技術  「 特別講義A（デー
 タサイエンス） データサイエンス」(11回目）
・言語処理、認識技術、ルールベース  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（12回目）
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（15回目）

・流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエン
ス」(2回目・12回目・13回目）
・データサイエンスのサイクル  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（15回目）

授業科目

授業に含まれている内容・要素

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

選択項目 授業科目

 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

選択項目

 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス

授業科目

4-1統計および数理基礎

授業科目
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。

・情報セキュリティ：機密性、完全性、可用性、匿名加工情報、暗号化、パスワード、悪意ある情報搾取、情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例
紹介  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（6回目）

・観測データに含まれる誤差の扱い、打ち切りや脱落を含むデータ、国勢調査  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」(7回目）
・代表値の性質の違い、データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）「データサイエンス」(8回目）
・層別の必要なデータ、相関と因果、相関係数、擬似相関、交絡、母集団と標本抽出、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多
段抽出、相関係数行列、散布図行列、統計情報の正しい理解  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（9回目）
・クロス集計表、分割表  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（10回目）

・A/Bテスト  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（4回目）
・条件をそろえた比較  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（8回目）
・データ表現、棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ、データの図表表現(チャート化)、不適切なグラフ表現、チャートジャンク、不必要な視覚
的要素  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（9回目）
・データの比較、処理の前後での比較  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（10回目）
・優れた可視化事例の紹介  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（11回目）

・データの並び替え、ランキング  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（2回目）
・表形式のデータ(csv)  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（7回目）
・データの集計(和、平均)、データ解析ツール、スプレッドシート  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（8回目）

・データバイアス  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（5回目）
・ELSI、個人情報保護  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（11回目）
・EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト、データ倫理、データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護、AI社会原則、ア
ルゴリズムバイアス、AIサービスの責任論、データ・AI活用における負の事例  「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」（14回目）

・数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で利活用できる力
・「データ」をもとに事象を適切に捉え、分析・説明できる力

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

本プログラム対象の授業「 特別講義A（データサイエンス） データサイエンス」で使用しているテキスト「大学基礎 データサイエンス」（実
教出版）に、生成ＡＩについて触れられている部分があるため、テキストを解説する上で、生成AIの活用事例などを取り上げている。ま
た、担当教員がパソコンを使って実際に生成AIを使用している場面をプロジェクタに投影して見せることで、生成AIに関する理解を深め
ている。







DP3
DP1
DP2
DP3

卒業研究 DP3

DP1 DP1 DP1 DP2 DP2 DP1 DP1 DP1
DP2 DP2 DP3 DP2 DP2
DP3 環境経営学 世界経済論 DP3 DP3

DP1
DP2

DP1 DP1 DP1 DP1 DP1 DP2 DP1 DP1 DP1 DP1 DP1 DP1
DP3 DP2 DP2 DP2 DP3 社会保障論 DP2 DP3 DP3 DP2 DP2

DP3 国際経営学 DP3 英語C 英語A DP3 DP3

経営倫理論 英語D 英語B 統計学
中国語

☆ DP1 韓国語
☆ DP3 スペイン語

DP1 ☆ DP1

日本経済論 DP1 DP2

☆ DP1 国際貿易論 DP3 DP3
DP2

DP1
DP2 ☆ 企業財務論

DP1

☆ DP2

☆ DP3

DP1 DP1 DP1 DP1 DP2 DP1 DP1 DP1 DP1 DP1 DP1
DP3 生命の科学 DP2 DP2 DP2 DP3 DP3 DP2 DP2 DP2 心理学
数学 DP3 基礎ゼミナール 経営学 経済学A DP3 時事英語 日本語A 基礎英語Ⅰ DP3 ことばと表現Ⅰ DP3 DP3 世界事情と日本
環境と人間 経営戦略論 経済学B 日本語B 基礎英語Ⅱ ことばと表現Ⅱ 市民と法
社会学 DP1 経営組織論 日本語C ビジネス英語 市民と社会システム
芸術と文化 経営管理論 持続可能な社会Ⅱ

国際関係論
DP1

体育実技A DP3 企業法
保健体育理論

DP1

簿記論

キャリア
国内インターンシップ

マーケティング

マーケティング論ⅡB

税法

会計学

スポーツビジネス論

スポーツ学

交通ビジネス論

コミュニケーション

宿泊ビジネス論
観光学

旅行ビジネス論

ビジネス文書基礎

観光学

学科全体
観光学

観光資源論

税務会計論

コンテンツビジネス/ツーリズム論

グローバルビジネス論

学科全体

フードビジネス論

国際機構論

ビジネスデータ分析

メディアテクノロジー論

メディアデザイン実践

学科全体

学科全体
観光学

学科全体
観光学

ニューツーリズム論

経済学
学科全体

スポーツ健康政策論
スポーツ学

学科全体
スポーツ学

ウェルネスビジネス論

情報
ビジネスプログラミング

情報

組織行動論
人材マネジメント論Ⅰ

人材マネジメント論ⅡB

人材マネジメント論ⅡA

金融論

会計学

健康ビジネス産業論

健康ビジネスのためのライフサイエンス

スポーツ学
スポーツ社会学

学科全体
観光学

国際観光論

スポーツマネジメント論

特別講義

会計学

観光ビジネス論

学科全体

マーケティング論ⅡC

マーケティング論ⅡA

学科全体

フィールドワーク基礎

情報

情報倫理
語学語学

学科全体

現代ビジネス特論A

経営学
学科全体

経済学

ロジカルシンキング

学科全体

現代ビジネス特論B

スポーツマーケティング論

スポーツ法学

100(1年)

専門ゼミナールⅠ

学科全体

専門ゼミナールⅡ

学科全体

300(3年)

200(2年)

学科全体

専門ゼミナール入門

学科全体

コンピュータリテラシーⅠ

学科全体

学科全体
情報

プレゼンテーション実践

観光政策論

メンタルコンディショニング

持続可能な社会Ⅰ

学科全体
コミュニケーション

学科全体

社会調査法

DP2
経営に関する知識や態度をもってすべての

ことに誠実にあたることができる能力

国際経営学部 
国際経営学科 

DP1
幅広い見識を持ち、多様性を理解し、課題発見・解決する

ために考え抜くことができるとともに、さまざまな人との

コミュニケーションを通して自分の考えを的確に表現でき

る能力

学科全体
経営学

学科全体
経済学

Curriculum Tree

赤字： 必修科目

青字： 選択必修 ☆印： コース基点科目

Level(学年)

400(4年)
学科全体

キャリア

DP3
文化的背景を異にする人々と協働し、国際社会

の中において活躍できる能力

情報

データサイエンス

学科全体

学科全体

学科全体
情報

ソーシャル・ネットワーク論

学科全体

語学
学科全体学科全体

経営学

経営史

会計学

マーケティング論Ⅰ

国際スポーツビジネス論

健康ビジネスマーケティング論

健康ビジネスマーケティング論

健康ビジネス論

現代ビジネス特論C

海外研修旅行

コミュニケーション

学科全体
コミュニケーション
ビジネスコミュニケーション

学科全体
語学

※留学生科目 海外語学研修A・B

学科全体
コミュニケーション

多文化理解

学科全体
語学

学科全体 学科全体
経営学

学科全体
ライフ・プランニング論

国際関係

法学

学科全体

財務諸表分析

情報

学科全体
情報

自己開発の方法

ゼミナール

ゼミナール

ゼミナール

ゼミナール

経営学
人材マネジメント論ⅡC

コンピュータリテラシーⅡ

キャリア
キャリアプランニングⅢ

キャリアプランニングⅡ

キャリアデザインⅠⅡⅢ

学科全体 学科全体

学科全体
キャリア

キャリアプランニングⅠ
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EB5-46

EB6-41

EB3-48 EB1-43 EB6-41

EB3-48

EB3-43

EA7-13 EB1-33 EB2-37 EB3-38 EB7-33

EA7-13 EB1-33 EB2-37 EB3-38 EB4-23 EB7-33

EA7-13 EB3-33 EB4-23 EA7-33

EA7-13 EB7-13 EB1-33 EB3-33 EB1-36 EB2-37 EB2-37 EB3-38 EB1-33 EB1-33 EB1-37 EB6-31 EB5-33 EB4-33 EB4-23 EA7-33

EA7-13 EB3-38 EB2-37 EB3-38 EB1-33 EB4-23 EA7-33

EA7-13 EB7-13 EB2-37 EB3-38 EB4-23 EA7-33

EA7-13 EB3-38

EA7-13 EB7-13 EB2-27 EB2-27 EB3-28 EB6-21 EB3-23

EA7-13 EB1-23 EB3-23 EB2-27 EB2-27 EB3-28 EB1-23 EB7-21

EA7-13 EB7-13 EB1-21 EB3-23 EB2-27 EB2-27 EB3-28 EB6-21

EA7-23 EB1-21 EB3-23 EB2-27 EB3-28 EB1-26 EB1-23 EB1-23 EB5-27 EB4-23

EA7-13 EB7-13 EB1-21 EB1-23 EB2-37 EB3-28 EA7-23 EB5-23

EA7-13 EB2-27 EB3-28

EA7-13 EB7-13 EB2-27

EA7-13 EB2-23

EB7-13 EB3-13 EB2-19

EB3-13 EB2-19

EB7-13 EB3-13 EB2-19 EB3-13

EA1-11 EB1-13 EB2-19 EB3-18 EB1-13 EB1-13 EA7-13 EB6-11 EB5-13 EB4-13 EB6-11

EA7-11 EB1-13 EB1-11 EB2-19 EB3-18 EA1-11 EB6-11 EB5-13 EB6-11

EA7-11 EB1-16 EB2-19 EB3-18

EA7-11 EB1-16 EB2-19

EA7-11 EB1-11 EB2-19

EB2-19

EB2-19

教育学セミナーⅠ

幼児と健康

初等図画工作

初等体育

初等家庭

初等外国語

アカデミックスキル I

初等教科教育法

（外国語）

初等道徳

初等国語(書写含む）

初等社会

初等算数 幼児と表現Ⅲ

教育学セミナーⅡ

赤字：必修科目

教育史

教職実践演習

（幼・小）

幼稚園教育実習

事前事後指導Ⅱ

幼稚園教育実習Ⅱ

総合表現

学校安全教育 小学校教育実習 
幼稚園教育実習

事前事後指導Ⅰ

学級経営論

初等教科教育法

（算数）

総合的な学習の

時間の指導法

保育内容の指導法

（表現 I）

初等教科教育法

（音楽）
幼児と人間関係

初等教科教育法

（体育）
幼児と言葉

保育内容の指導法

（言葉）

保育内容の指導法

（表現Ⅱ）

初等教科教育法

（国語）
生徒・進路指導論

保育内容の指導法

（環境）

初等教科教育法

（社会）
道徳教育の指導法

初等理科 幼児と環境

初等音楽

レクリエーション

の理論
アカデミックスキル II

実用英会話Ⅰ 現代教育論 教育心理学
コンピュータ

リテラシーⅠ
保育・教育体験

日本国憲法 発達心理学
インクルーシブ

保育教育総論
多文化共生社会論

コンピュータ

リテラシーⅡ
地域教育活動実習初等生活 幼児と表現Ⅰ

特別講義Ⅰ こども文化論

スペイン語 特別講義Ⅲ

海外語学研修（事前・

事後指導含む）

1

特別講義Ⅱ 幼児教育概論

保育学入門

教養科目 専門基礎科目 専門発展科目 専門応用科目

英語Ⅰ 教育課程論

保健体育理論 教職概論

体育実技 教育学概論

こどもの保健 教育学研究法 キャリア開発 I

保育・教育

インターンシップⅠ

韓国語
初等教科教育法

（生活）
幼児と表現Ⅱ

ICT教育論
介護等体験（事前

・事後指導含む）

レクリエーション

演習 I

中国語 特別講義Ⅳ 教育制度論 保育者論 データサイエンス

保育内容の指導法

（表現 III）

2

芸術 特別講義Ⅵ

英語演習 特別講義Ⅴ

キャリアデザインⅡ

自然科学 特別講義Ⅶ 情報メディアの活用 キャリアデザインⅠ

初等教科教育法

（図画工作）

保育内容の指導法

（健康）

初等教科教育法

（家庭）

教育社会学 こども家庭福祉

実用英会話Ⅱ 教育方法論 幼児心理学 特別支援教育概論 共生社会と人権総論

教育学総合演習 キャリア開発Ⅱ

英語Ⅱ

教育学基礎演習

特別講義Ⅷ 生涯学習論 乳児保育 教育相談
発達障害の理解

と援助

初等教科教育法

（理科）
特別活動の指導法

保育内容の指導法

（人間関係）

歴史学

学校経営と学校図書

館
キャリア開発Ⅲ

数学 社会的養護
学校図書館メディア

の構成
インターンシップ

小学校教育実習

事前事後指導
幼稚園教育実習Ⅰ

3

心理学 キャリア開発Ⅳ

文学

学習指導と学校図書館専門演習Ⅰ キャリアデザインⅢ

倫理学
幼児理解の

理論と方法

多文化共生と

日本語教育
読書と豊かな人間性

グローバル教育論 ICT教育実践
保育・教育

インターンシップⅡ

レクリエーション

演習Ⅱ
国際関係論

4

専門演習Ⅱ

特別支援教育

コーディネーター論
卒業研究

DP4 DP5

豊かな教養と論理的思考力を有し、広い視野や

柔軟な思考で考察や行動ができる。

教育学およびその周辺学問領域に関する基礎

的な知識を有している。

教育学上の科学的知見と実践的な経験を組み

合わせ、日常生活や社会における活動に生か

すことができる。

社会人として、教育学の知見を活かし、誠実な

態度で使命感・責任感をもって自己実現と社会

貢献につとめることができる。

多様な他者と協働して、よりよい価値や文化

を創造することができる。

DP1 DP2 DP3



学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する
基礎的な能力を育成すること

プログラムの目的

・数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で利活用できる力

・「データ」をもとに事象を適切に捉え、分析・説明できる力

身に付けられる能力

「データサイエンス」を履修し、２単位を取得すること。
修了要件

国際経営学部 教育学部

コンピュータリテラシーⅠ
コンピュータリテラシーⅡ
情報倫理

コンピュータリテラシーⅠ
コンピュータリテラシーⅡ

本教育プログラムの構成科目

統計学
ビジネスデータ分析
その他専門能力養成科目

ICT教育実践
その他専門科目・教職科目

（ 関 連 科 目 ）

（ 関 連 科 目 ）

データサイエンス
２単位

・社会におけるデータ・AI利活用
学修 ・データリテラシー
項目 ・データ・AI利活用利活用における留意事項

・統計および数理基礎（オプション）

情報教育センター
・情報教育の企画・運営及び実施に関すること
・全学的な情報基盤の整備・ 運用及び利用に係る支援
に関すること 等

本教育プログラムの企画・実施・評価・改善

各学部 教務委員会
・教育課程の編成・運営に関すること

自己点検・評価委員会
・教育活動に関する自己点検評価

連携・協力

情報共有

共栄データサイエンスプログラム
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